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だより 

2月の園目標 ・寒さに負けず雪遊びを楽しむ。 

 

2月の予定 

日 曜 予  定 研修会・他 研修会 他 

2 月  本荘幼稚園より 2名見学 

保・小・中連絡協議会 

     （園長・陽菜） 

 

3 火 節分  給食研修会（阿曽） 

4 水 誕生会 

歯みがきチェック（年長） 

入学説明会（年長児保護者） 

  

6 金  中学校運営協議会（園長）  

7 土 おたのしみ発表会  乳幼児保健講習会（美穂） 

9 月  本荘幼稚園を見学 

      （美穂・彩音） 

 

10 火 誕生会 

クラス便り発行 

保・小連絡協議会 

   （園長・陽菜・美音） 

 

12 木  由利本荘・にかほ地区保育協議

会合同役員会（園長・陽菜） 
 

13 金 誕生会 

なかよし交流会 

（1年生と年長児） 

  

16 月 実習生来園（20日まで） 本荘幼稚園を見学（美音・麻紀子） 

矢島保育園より学童職員視察 

 

17 火 個人面談開始（2/19まで） 

ゆりほん保育園遊学 

秋山さんご家族 2/27まで 

  

18 水 お弁当給食 

保護者会役員会 18時より 

  

20 金 歯みがきチェック（年中） 

 

本荘幼稚園を見学 

（美由紀・美紀子） 

 

24 火  県保育士会幹事会（美由紀） 
矢島保育園より学童職員見学 

由利本荘保育会研修 6人 

25 水 職員会議   

26 木 安全指導日 由利本荘・にかほ地区保育

士会総会（陽菜・美由紀） 

 

27 金 身体測定 

学童保育説明会 18時より 

  

 

えみの森 HP 

令和 8 年 1 月 30 日発行 第 35 号 

 

保育の世界に新しい制度が乱入中。まずは「こども誰でも通園制
度」。これは保護者の就労の有無にかかわらず０歳６ヶ月から満３
歳未満のお子さんが保育園を利用することで、集団での育ちの中で
子どもの発達を促す新たな制度。ただし利用は１ヶ月 10 時間以内、
１時間 300 円程度の有料。  他に「保活情報連携基盤」「保育業
務施設管理プラットフォーム」等。これらは多くの自治体が突入し
た人口減少問題に対応する、施設運営と、保護者の利用にも関わり
のある有効なシステムとなっている。 

数年前から「保育のＩＣＴ化」が叫ばれていたが、えみの森は過疎
地にある小さな保育園。そのようなシステムは不用と考えていた。
しかし国の説明を聞くと、人手不足を視野に入れた必要不可欠なシ
ステムだった。今年度えみの森も導入したところその便利さに気づ
いた。  「保活…」「保育業務…」も、園運営だけでなく、保護者
も各種の申請などが楽になるなど便利らしい。多くの事がスマホで
ちゃちゃっとできてしまう。  

ＡＩでのチャットＧＰＴに目を丸くしたのはついこの間なのに、
もうどんどん進んでいる。人手不足に対応し便利になるのは良いと
しても、アナログ的な大事なものはまだまだいっぱいあって、子ど
もたちが自分で考えて人生を選んで行けるようにするには、じっく
り遊び込む生活の中で育つ「意欲・発見・疑問・感動」など。それが
就学以降の学習にも大事だし、園庭での自然体験も得るものが大き
い。えみの森で大事にしている子ども達同士、或いは子どもと大人
の話しあいを通じた、コミュニケーション能力も育まれていく。い
ま、急激に変わっていく想像を超えた時代に入ったからこそ、便利
な制度とは切り離して、子どもたちの育ちにとって大切にしなけれ
ばならないことは何かを、しっかり見極めたい。    

認可保育園えみの森 園長 畑山玲子 

 

 

 

 

 

 

2 月 

月 

 

（0 歳児 つぼみ組） 

陽生くんは言葉が出てきて友
達との遊びを楽しんでいます。
１歳のお誕生日を迎える凪音ち
ゃんはつかまり立ちをして遊べ
るようになりました。伝い歩き
が上手になってきた希緒ちゃん
は三回食になり保育園でも離乳
食が始まります。給食をたくさ
ん食べて寒い冬を元気に乗り越
えたいですね。  （美紀子) 

 

（1 歳児 くるみ組） 

保育室にボルダリング用の厚い
マットを用意すると、すぐに登
りジャンプしたり走ったりして
感覚を楽しむ子ども達。体を動
かして疲れてくるとマットに絵
本やままごとなどを運んで遊ん
だり、寝そべって休憩したりと
みんなのお気に入りコーナーに
なっています。天気や体調をみ
ながら雪遊びも楽しみたいと思
います。      (美紀子) 

 

 （5 歳児 そら組） 

雪も降り、そり滑りに雪だるま作

り、雪合戦と今までの分を取り戻

すかのように外遊びを満喫する子

ども達です。そして、２月は延期

になっていた発表会があります

ね。「みんなで一緒に楽しいを感

じたい」と話す子ども達。「発表

会で頑張りたいことをみんなに話

したい」とお話タイムの中で話す

など期待を高めています。緊張も

するし恥ずかしさもあるけど自分

らしく表現して最後の発表会をみ

んなで楽しみたいです。（美音） 

 

 

      

 

（４歳児 にじ組）  

外遊びが解禁され子どもたち
はスムーズに身支度をし、その
姿がこんなにも外で雪遊びを楽
しみにしていると感じました。
そり滑りをしたり雪合戦をした
り、笑顔いっぱいの子どもたち
です。室内では発表会の練習。
保育者より子どもたちのほうが
張り切っていて頼もしさを感じ
更に成長を感じています。残り
の２か月も思い切り楽しみ成長
につなげていきたいと思いま
す。         (美穂) 

 

 

 （3 歳児 つき組） 

毎日のように食べ物かるたを楽しん
でいる子ども達。おかげで、少しずつ
文字が分かるようになっています。似
ているけれど違う文字を友達が取ると
「違うよ～、だってここないじゃん
～。」と違いも分かるようになってき
ました。いつも保育者が読んでいまし
たが、最近は自分達でやろうとする姿
が見られています。えっ！できるの？
と見ていると、読み札の 1 文字目で取
り札のメニューをいい、遊びが成り立
っています。今後も、遊びを自分達で
進めていく成長を見守っていきたいと
思います。      （美由紀） 

 

（2 歳児 ほし組） 

遊んだ後は使った物を元の場所に
戻したり、自分の周りをきれいにし
て次の遊びに移る子ども達ですが、
得意・不得意があります。自分が遊
んだ物は自分で最後まで片づけたい
子は、優しさで大きい子が片付けて
くれると怒り、自分が遊んだ状態に
戻して片づけています。そして、自
分の周りに遊んだ物が散乱しすぎて
どれから手を付けていいか分からな
い子は、片づけ方を教えてもらって
います。今後も、もとに戻す気持ち
良さを感じながらすごしたいと思い
ます。       （美由紀） 

 

保育理念 今あそべ 未来につながる この瞬間 

～ここに生まれてよかった 本物の自然の中でたくましく育て～ 

≪五感を使って自然と共に遊ぶ≫ 

自然の中での様々な体験を通して、感じ、気づき、発見し
ていく過程を見守り大切にしていく保育 

年明けから、例年通りの積雪になりましたが、低気温、悪天
候等でなかなか雪遊びを楽しむ事が出来ずにおりましたが、よ
うやく雪遊びを楽しんでいる毎日です。「子どもは風の子・元
気な子」と昔から言いますが、少しくらい寒くても子ども達
は、張り切って外へ行きます。 
乳幼児期は、歩く、走るなどのいろいろな動き（基本的な動

き）を身につけやすい時期です。この時期に色々な動きが身に
ついていないと、大きくなってから自分の体を自分でコントロ
ールすることが上手にできなくなってしまいます。 
いろいろな基本的な動きが無理なくスムーズにできるからこ

そ、その組み合わせである様々な生活の動きやスポーツの複雑
な動きができるのです。色々な動きを経験し身に付けるには全
身を使った遊びをすることが大事です。 
 便利な生活で体を動かすことが少なくなっていますが、伸び
たり屈んだり、跳んだりくぐったり、体を動かすような遊びを
沢山すると良いと言われています。 
えみの森では、体を思いきり動かして遊び、お腹を空かせて

しっかり給食を食べ、ぐっすりお昼寝するなどの生活リズムが
でき、健康的で冬でも元気いっぱい遊ぶ子どもたちの姿が見ら
れます！ 
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木
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中
で
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分
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と
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吹
く
春
を
待
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よ
う
。 

（
身
体
だ
け
に
栄
養
が
い
き
そ
う
だ…
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 老人会とのふれあいタイム 

 

ゆりほん保育園遊学～冬～第 1 弾 

 

ミニかまくらに向けて、
縁側で、ろうそく作りを楽
しみました。クレヨンで色
を付けたろうそくを重ねて
いきます。色の配色など、
自分で考えていましたよ。 

 今回初めての参加だった見留（みとめ）
さんご家族。アウトドアが大好きなお母さ
んはダイナミックに雪遊びを楽しんでおり
ました。 

 

冬の室内遊び 

 

 えみの森パフォーマンス部と老人会とのふれあいタイムが
ありました。園児も一緒に参加し、太鼓の演奏を聞き、その
後は、じゃんけん列車で盛り上がりましたよ。 

 今年の干支、「午」「うま」を書初めし
ました。筆を持ち、慎重に書く子ども達で
したよ。 

遊戯室には、お膳に用意された
お正月料理。園長先生より、お正
月料理、それぞれの意味をお聞き
し、みんなで会食しました。お屠
蘇に見立てたカルピスをお猪口で
飲むのが最高なのです！気分は、
すっかりお酒です！ 

ミニかまくら 

 

 みなさん、懐かしくないですか？
「箱ソリ」です！宮ノ前の大日向 
新一さんから頂きました。以前、 
お孫さんたちが乗って遊んでいたよ
うです。どこか昭和時代を思い出す
風景です。早速、遊学できたお子さ
んたちが乗って楽しみましたよ。 
ありがとうございます。 

 

あけましておめでとうの会 

 

すご～い！！

 

 

 ふれあいタイムの後
は、ゆっくりお茶タイ
ム。子ども達の元気な
声を聞きながら、おじ
いちゃん、おばあちゃ
ん達も会話が弾みま
す。地域に開かれた交
流のコミュニティの場
となりました。 

ろうそく作り 

 

 あけましておめで
とうの会に向けて、
学童の女の子たちが
お膳の準備を快くお
手伝いしてくれまし
た。丁寧に拭いてく
れましたよ。 

 納谷（なや）さんご家族は、
昨年の夏に続いて２回目の保育
園遊学です。秋田の寒さに驚き
ながらも雪遊びを楽しんでおり
ましたよ。 

地域の方からのプレゼント 

 

最後の座禅会 

 

 「獅子舞は怖くな
いよ。神様だよ。」
と「頭カミカミされ
るといいよ。」と分
かっていても、いざ
始まるとビックリし
てしまう子もいまし
た。 

 大寒波という天気予報で心配しましたが、大荒れ
することもなくミニかまくらを行う事が出来まし
た。かまくらの中で温かくろうそくの灯が、ともっ
ています。甘酒もとても美味しかったようで、お迎
えの方も子ども達も喜んでいました。 

 

 2カ月に 1度行ってきた座禅
会も最後でした。副住職の涼平
さんは座禅会の度に、子ども達
に心に響くお話し（説法）をし
て下さいましたよ。 

 １月はコマやカルタなどお正月遊びをたくさん楽しみました。 

 除雪機から吹き飛ばされる
雪を見て、「すご～い！」と
目が釘付けになる子ども達で
す。除雪機の音が聞こえてく
とすぐに反応して、どこにい
るか探していますよ！ 


